
「教師力向上」教育実践力継承事業についての報告
久御山町立久御山中学校

１ 学校としての取組のまとめ

(1) 研究主題

「耕心」 知恵を耕し、心を耕す授業づくり

～確かな学力の充実と向上をめざして～

〈研究の目標〉

「すべての教科で言語活動の充実の視点を持った授業の展開を工夫し、学習

基盤の確立と確かな学力の充実と向上をはかる」

「教師力」を教員の年齢構成・経験年数や教科指導の方法、生徒の学力などの実

態を考慮して、「教師力」の一部ではあるが、教師の本業である教科指導に焦点を

当てた「授業力」と捉えた。そして、「授業力」の向上をテーマに、指導顧問であ

る大阪教育大学の木原俊行教授の指導助言のもと、次の２点について研究に取り組

むこととした。

ア 授業改善の取組を通して、授業力の向上を目指す。

イ 教科内での研究や教科間での交流等を基盤として人材育成を進める。

(2) 取組内容

ア 研究主題を受けた特徴的な取組

(ｱ) 授業改善を通した授業力の向上

・「言語活動の充実の視点を持った授業の展開の工夫」の観点から、次の二点

を重点として取り組む。

①音声 …基礎・基本の徹底を図るための手段として、単元や教材の内容

から音声による反復学習に適したものを指導者が選び、毎時間

の授業導入時等の工夫として実施する。

②かくろん…論理的思考力を向上させ、基本的な文章を書くための二つの型

（「主張の型」・「意見の型」）を定着させる。

(ｲ) 教科指導と家庭学習の課題をリンクした家庭での学習習慣の確立

①家庭学習の実施と評価…各学年で実施している終礼学習や家庭学習と授業

とのリンクの在り方について研究を進める。

(ｳ) 授業改善に焦点化した校内研修会の実施

全教員が授業改善プランを作成し授業改善の実践を進めるにあたり、「授業

改善の具体的方策について」、「授業改善プランの作成」、「重点テーマに沿っ

た実践」の研修会とその後の教科部会をリンクさせながら教科研究を進めた。

校内研修会から（ＫＪ法を用いた授業改善プランの検討）



(ｴ) 授業改善の重点テーマを絞った教科研究と研究授業の実施

①ねらいの提示と振り返り

②習得型授業と活用型授業

③家庭学習と教科指導のリンク

以上の三つの重点テーマから一つを絞り、テーマが見える授業の展開を目指

した教科研究と「研究授業はチャレンジ」を合い言葉に研究授業に取り組んだ。

イ 取組の時系列

４月 ・研究推進委員会全体計画の作成と提示（職員会議）
・各教科の取組の実施計画立案（５教科教科主任及び学年主任）

と実践

５月 授業公開週間の設定

６月 指導顧問訪問指導
・授業参観
・学校の実態報告
・今後の研究の方向性と日程の調整

職員会議
・研究推進の方向性の確認
・中間テスト後のＲ→ＰＤＣＡ実施報告（各学年５教科担当者及

び学年主任）

７月 指導顧問訪問指導
・校内研修会「授業改善の具体的方策について」

実施報告を基に各教科ごとの授業改善プランの作成（５教科部会及
び学年会議）

・統一指導事項の確認
・２学期以降の重点指導事項の確認
・生徒の努力目標・到達目標の授業での明示の方法の工夫
・基礎学力充実のための具体的な方策の工夫

（家庭学習の充実に向けた各学年の取組とリンクの方法）

山城教育局学校支援訪問
・学校の現状、取組状況報告

８月 校内研修会
・教科ごとに作成した授業改善プランをもとに、２学期以降の授

業改善プランの作成と検討
・２学期以降の取組の方向性の検討

９月～ 授業改善プランの実施

10月 研究授業Ⅰ（国語科）

11月 指導顧問訪問指導
・授業参観
・研究授業Ⅱ（英語科）
・校内研修会

授業公開週間の設定

１月 研究推進会議
職員会議

・３学期に向けた授業改善テーマの絞り込みと実施

２月 指導顧問訪問指導
・授業参観
・研究授業Ⅲ（社会科、数学科、理科）
・校内研修会



ウ 人材育成に関わる成果と課題

(ｱ) 成果

・授業改善をテーマとした形態の異なる研修会を

持つことで、授業改善へのアプローチを意識す

る機会が増えたり交流することで、実際の授業

改善につなげたりすることができた。

・５教科ではあるが、研究授業を実施することが

でき、互いに参観し合うとともに、確かな学力

の充実と向上や授業改善をテーマとした研究協

議ができた。

・研究授業の実施に向けた取組（教科部会、教科

研究、研究授業、事後研）を通して、教科内や

教科を超えての交流、その中で経験豊かな教員

から若い世代へ指導方法や考え方を伝える機会

ができ、授業力の向上に繋がった。 －模造紙に張って交流－

(ｲ) 課題

・家庭での学習習慣の確立については、教科指導とのリンクをねらったが、学

年任せとなり、全体の授業力の向上に結びつけるためにはさらなら研究が必

要である。

・研究授業の実施に向けた取組を通しての指導方法等の継承は見られたが、日

常的に学級経営などを話題にした“気軽なおしゃべり”を通した情報交換の

必要を感じる。

エ 人材育成から考える組織の活性化の成果と課題

(ｱ) 成果

・本事業推進のために、本年度校務分掌に「研究推進委員会」を新たに設けた。

構成員を校長、教頭、研究推進部主任、教務主任、生徒指導主任、学年主任、

５教科主任とし、研究テーマやプランや校内研修会、研究授業の検討を進め

ることができた。

・家庭での学習習慣の確立については、教科指導とのリンクに課題が残ったが、

学年の取組としては学年主任を中心に学年団のまとまりが見られた。

(ｲ) 課題

・日常の校務に追われ、会議の設定や研究の計画的な実践を進めるという基本

的なことに課題が残った。

・校務分掌において、組織全体を見渡してミドルリーダーのポストを考え、有

効に活用する必要がある。

(3) 成果を受けた今後の方向性

ア 教職員の意識改革

教科研究や授業研究、教師力の向上に結びつくような校内研修会がこれまでほ

とんど行われていなかったため、教職員の意識改革がまず必要であった。本事業

を推進することにより、研究推進会議や研究授業、校内研修等を実施する中で否

応なく日常の授業を振り返り、授業改善を意識することができた。

今後は、確かな学力の充実と向上を目指してさらに授業改善を進め、その過程

で指導方法等を伝承し教師力の向上を図るという教職員の意識改革を推進してい

きたい。

イ 「くみ中スタイル」の確立

本年度は、本事業の指定によりスケジュールを設定したが、次年度からは「く

み中スタイル」として年間計画上に研究会を位置付け、研究推進や人材育成等の



体制の確立を図る必要がある。

(4) 本事業にかかる取組資料等の説明

ア 学力向上ビジョン実践報告書(中間テストまでのCheck→Action)

イ 学力向上ビジョン実践報告書（夏季校内研修に向けての宿題）

ウ 夏季校内研資料

エ 授業改善実践報告書３学期・年間まとめ

２ 管理職の視点から考える本事業の成果

(1) 人材育成の考え方の変容

・学校教育の活性化は、直接の担い手である教師に負うところが極めて大きい。つ

まり、教師一人一人がその資質能力（「教師力」）を向上させることが学校教育

の活性化に繋がると考える。そこで、「教師力」の中でも特に教科・年齢等を問

わず共通している個々の教師の「授業力」向上を人材育成の視点に当て、焦点化

して取り組むこととした。その結果、研究活動を通して授業改善を図り、「授業

力」を高める意識の高揚が見られる等、徐々にではあるが成果が現れてきている。

ア 教職員評価制度との関連

・自己評価目標の設定では、授業改善・授業力の向上を目標としている教師が大半

であり、教職員評価制度の観点と具体的な関連が見られた。

・多忙な業務の中で研究活動を推進しながら人材育成を図るためには、若いうちか

ら学校経営に参画するといった意識を持たせる必要がある。

(2) 組織の活性化に向けた現状分析から考える自校の特色づくり

ア 教職員の意識

・本研究活動の具体的な手法を取り入れることで活性化した授業に変容してきてお

り、全教師が授業力の向上に繋がると確信でき、意欲の向上に繋がっている。

・各教師が授業改善へのアプローチを作成し、職員室にそれぞれを掲示することで

意識の高揚と自己改善の意識付けとなった。

・教師同士が相互に力量を高め合う雰囲気の醸成に繋がった。

イ 組織のシステムづくり

・学校の組織力を高め、研究活動が全教師の共通した目標とするため、21年度新た

に研究推進部を校務分掌上の組織として設置した。

・学力向上の達成を目指す組織としての研究推進部では、授業改善の研究と家庭学

習のあり方研究を両軸として進めている。授業改善では活動の成果が得られてい

るが、家庭学習では授業内容との関連付けに課題が残っている。

ウ 学校経営計画及び学校評価の変容

・人材育成が学校経営上の主要課題であり、それぞれの立場で人材育成に取り組む

意識が高まったことは大きな成果である。

・学校評価は学校評議員やＰＴＡ役員から随時受けているが、アンケート調査等の

数値評価が未実施のため学校評価の変容については把握し切れていない。

３ ミドルリーダーの視点から考える本事業の成果

(1) 取組から考える人材育成についての自らの意識の変容

ア 自らの教育実践を見つめ直し、思想化することを意識化

これまでの自らの教育実践は「ありのまま見てください。そして自分の参考に

なることを取り入れてください。」というスタンスだった。これでは自分が本当

に伝えたいことが他者に伝わりにくい。それに比べ指導顧問の先生の話は、具体



的な実践を例に出され、大変わかりやすい内容であった。おそらく先生の教育思

想（哲学）を基盤に数多くの実践を整理分類され、本校の課題に照らし合わして

指導していただいたからであろうと思われる。

私も今後は今まで蓄積したことを他者にも理解しやすいように整理分類し、音

声や文字でも「伝える」努力が必要だと痛感した。また、その過程において、自

分が大切にしてきたことが明確になり、自らの教育思想（哲学）としていくこと

ができることに気付くことができた。

イ 学校経営の視点で学年経営や本事業への参画を意識化

ミドルリーダーとされる30～40歳のスタッフが少ない中で、本事業「教師力向

上」教育実践力継承は私達がミドルリーダーとしてしっかりと自覚しなければな

らない課題であると再認識した。教育実践豊かな諸先輩のノウハウや教育理念を

しっかり継承し手実践することや、次世代に伝えることが安定した学校運営を支

える基盤となることは言うまでもない。

また、校長のめざす学校づくりに向けて、自分の果たすべき役割は何かを自覚

しながら学校経営に参画する視点を持たなければならないことがわかった。

(2) 取組から考える自校組織の活性化

ア 教科部会の活性化

指導顧問の先生は、来校ごとに「私の授業改善宣言」など、次回までの課題を

出された。この課題が教科内での話し合いを促し、明確な目的を持った教科部会

を年６回以上開くことができた。

イ 研究推進部の新設による研究の活性化

今回新たに「研究推進部」を設けたことは「研究を一歩踏み込んで進めなけれ

ばいけない。」という意識を全ての教員に持たせる上で効果的であった。加えて

研究推進部長が、自らも日々の実践を充実させながら、４回の研修会では管理職

の指導の下、明確なテーマ設定と意見交流における論議の軌道修正により、教職

員を牽引したことが研究の活性化にも繋がった。

(3) 教職員の意識の変容

ア ５教科で音読プリントを活用

漢字や英文構造暗記のために国語・英語で活用していた音読プリントを社会・

数学・理科でも作成して取り組み、知識定着率が向上した。これは、本町の小学

校で行われている取組を取り入れたもので、小中連携の成果でもある。

イ 職員室内で授業について語る機会が増加

「私の授業改善宣言」は職員室内に掲示され、それをＰＤＣＡサイクルでより

良く改善していくこと、研修会ごとにその進捗状況の報告が求められることで、

研修会や研究授業の前後を中心に職員室内で授業について語る機会が増えた。こ

の文化が定着することで、教育実践力の継承が期待される。

ウ 指導顧問の先生の指導助言による授業改善の意欲向上

木原先生は、研究授業当日のデジカメ映像をその日の事後研修会のプレゼン内

に取り込んで指導助言されることに驚いたが、いろいろな授業改善の切り口があ

り、小さなことからでも取り組んでいこうという意欲に繋がった。

また、プラス面を強調する先生の指導助言は、私たちの授業改善への意欲をさ

らに高め、モチベーションを保ち続けることができた。








